
NGN時代に向けた
NECの成長戦略を支える

研究開発

2006年6月29日

NEC執行役員 兼中央研究所長 國尾 武光

NECソリューション開発研究本部長 笠原 裕
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目次

１．知的資産Ｒ＆Ｄユニットの概要

２．ＮＧＮ時代に向けたＮＥＣの成長戦略を

支える研究開発
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主旨

グローバルな 『イノベーションカンパニー』

ＮＥＣの優れた技術で成長を牽引
– グローバル競争力ある製品の創造
– ＮＥＣの強みを融合

ハード＋ソフト、ＩＴ＋ネットワーク＋半導体

お客様のためのイノベーション創出
– 新しいソリューション、ビジネスモデル・・・

グローバル事業の再拡大

イノベーションを継続的に創出し、成長戦略に貢献
する技術とソリューションをご紹介

2006年5月29日

執行役員社長 矢野薫
経営戦略説明会資料より
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知的資産Ｒ＆Ｄユニットの位置付け
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知的資産Ｒ＆Ｄユニット

海外ユニット

ものづくり革新ユニット

ソフトウェア事業推進ユニット

（２００６年4月より）
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知的資産Ｒ＆Ｄユニットのミッションと組織

ミッション：「技術のＮＥＣ」を支えるイノベーションを継続的に創出
し、ＮＥＣグループの成長戦略に貢献する

執行役員常務
中村 勉

知的資産Ｒ＆Ｄ企画本部

知的資産Ｒ＆Ｄユニット

中 央 研 究 所
執行役員 兼中央研究所長

國尾 武光

将来事業創出、現事業発
展のための先行研究開発

知的資産事業本部
執行役員常務 中村 勉

経営資源としての
知的資産の創造と活用

ｿﾘｭｰｼｮﾝ開発研究本部
執行役員常務 丸山 好一

SL開発研究本部長 笠原 裕

「IT･NWソリューション」
領域の新ﾋﾞｼﾞﾈｽの開拓
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中央研究所

システムデバイス研究所システムデバイス研究所

システムプラットフォーム研究所システムプラットフォーム研究所

先端CMOS、不揮発性RAM、高速インタフェースＬＳＩ、低電
力プロセッサ、システムＣＡＤ、光通信デバイス./ワイヤレス
デバイス・モジュール、光ディスク用デバイス

住広所長

加納所長

中央研究所

コンピュータアーキテクチャ、ストレージシステム、NWアー

キテクチャ、BBシステム、モバイルシステム/端末、高速/

オプティカルデバイス

ご参考

國尾 武光所長（兼）（システムデバイス領域担当）

インターネットシステム研究所インターネットシステム研究所

グリッド、セキュリティ、Webサービス、高度コミュニケーショ
ン、ユビキタスシステム、マイニング、ネットワークサービス

メディア情報研究所メディア情報研究所

生産技術研究所生産技術研究所

基礎・環境研究所基礎・環境研究所

AV符号化、画像・音声認識、自動通訳、DVD、ロボットウエア、
対話インタフェース

山田所長

嶋田所長

曽根所長

システムモジュール実装、モバイル・機器実装、実装設計、
新製品生産技術・設備、高速高密度ＬＳＩ実装

バイオＩＴ、量子ＩＴ、ナノテクノロジー、エコデザイン/材料、
エネルギーデバイス

片山 支配人(IT-SL領域 兼 ﾊﾟｰｿﾅﾙ領域 兼 将来・基盤技術研究担当)

陶山 支配人（NW-SL領域 担当）

中西 執行役員（生産・環境関連技術担当）

研究企画部 江村部長（中長期戦略の策定･推進、知的財産権の取得・維持）

Ｒ＆Ｄサポートセンター 和田センター長 （技術支援、試作装置・部品の設計開発）

NECラボラトリーズアメリカ

NECヨーロッパ欧州ネットワーク研究所

NECヨーロッパ欧州C&C研究所

NEC中国研究院

山之内所長
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ｿﾘｭｰｼｮﾝ開発研究本部

笠原 裕 本部長

ｼｽﾃﾑ基盤ｿﾌﾄｳｪｱ開発本部ｼｽﾃﾑ基盤ｿﾌﾄｳｪｱ開発本部ユビキタス基盤開発本部ユビキタス基盤開発本部

リアルタイムコミュニケーション
オフィスコラボレーション
グリッド／Ｗｅｂサービス
セキュリティ
ソフトウェアエンジニアリング
ヒューマンインタフェース

高島本部長藤田本部長

ソリューション開発研究本部

丸山 好一 執行役員常務

バイオＩＴ事業推進センター

バイオＩＴ新市場の開拓 （研究支援ソリューション／診断支援ソリューション／創薬支援ソリューション）

ＩＴＳ事業推進センター

ITS新市場の開拓 （車載機器、プローブ情報システム、テレマティクス）

IMS/NGNサービス

モバイルサービス基盤

移動体ソリューション

RFIDテクニカルセンター

コンテキスト応用

ご参考
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知的資産事業本部

中村 勉 本部長

知的資産渉外部知的資産渉外部知的資産企画部知的資産企画部 尾形部長山田部長

知的資産事業本部

知的資産営業部知的資産営業部 牛嶋部長

・知的資産戦略の立案と遂行推進
・事業本部の予算、人事、総務業務
・知的資産に係る制度立案と管理
・知的資産の全社教育、啓発活動

・ライセンス戦略立案および活動
（含むライセンスイン・アウト・クロス）
・知財訴訟対応 特許無効審判対応
・他社PPFの分析、当社PPFの強化支援

・知的資産のライセンス、譲渡等の
営業活動による収益化の遂行

・技術移転プロジェクトに関する
事業戦略立案、ノウハウライセンス契約

・特許創造支援
・特許の権利化と権利化プロセス管理
・全社ＣＰＯ体制推進

創造G創造G 村田統括M

ご参考

PPF: Patent Portfolio
CPO: Chief Patent Officer
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ヨーロッパ

NECﾖｰﾛｯﾊﾟ欧州ﾈｯﾄﾜｰｸ研究所
（独 ﾊｲﾃﾞﾙﾍﾞﾙｸﾞ、英 ｱｸﾄﾝ）

モバイル

NECヨーロッパC&C研究所
（独 ボン）
IT・ﾈｯﾄﾜｰｸ

中国

NEC中国研究院
（中国 北京）
モバイル

北米

相模原

大津

生駒

玉川

本社・三田

筑波

日本日本

NECラボラトリーズアメリカ
（米 ﾌﾟﾘﾝｽﾄﾝ、ｼﾘｺﾝﾊﾞﾚｰ）
IT・ﾈｯﾄﾜｰｸ、ﾓﾊﾞｲﾙ、半導体

研究開発拠点

ＩＴ・ネットワーク

半導体

IT・ﾈｯﾄﾜｰｸ、モバイル、
半導体

ｿﾘｭｰｼｮﾝ開発、
新事業ｺｱ

新事業コア、半導体

半導体
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事業化
（製品、サービス）

知的資産Ｒ＆Ｄユニットにおける研究開発の進め方

お客様

社外シーズの活用

グループ会社

パートナー活用
コンソーシアム

ベンチャー活用

ＩＮ

社外との
共同研究

ＯＵＴ

ソフトウェア
ライセンス

ＩＮ

NP、標準化ＯＵＴ

技術
ライセンス

M&A、OEM

ＩＮ ＯＵＴ

M&A

ビジネスビジネス
イノベーションイノベーション

テクノロジーテクノロジー
イノベーションイノベーション

ｿﾘｭｰｼｮﾝ開発
（ビジネスモデル、

先行開発、実証実験）

先行研究

（革新技術・新技術）

オープンイノベーションオープンイノベーション

イノベーションによる事業化の加速
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知的資産Ｒ＆Ｄユニットの研究開発領域

【
研
究
開
発
領
域
】

グリッド

映像･画像・音声認識

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ユビキタスシステム

ブロードバンドNW

エネルギーデバイス

シリコンデバイス

ナノテクノロジー

モバイルシステム

LSI実装

装置実装

コンピュータシステム

Webサービス基盤

IT・NW
ソリューション

IT・NW
プラットフォーム

実装・生産

デバイス

エコ材料

システムCAD

高品位映像･音響配信

AV信号処理LSI

AV符号化

SoCプラットフォーム

デバイス･プロセス

SWエンジニアリングモバイルサービス

データマイニング

化合物デバイス

ユーザインタフェース

量子IT

ストレージシステム

プロトコル処理

IP・回路

統合電気設計

革新的生産技術

ITS

ＮＧＮ関連領域
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事業（果実）

サイエンス

アプリケーション

コア
テクノロジー

テクノロジーイノベーション創出への取り組み

形態論

多変量
解析

音韻論

音声学

統計科学

数学
言語学

知能情報学

認知科学ナノ物性
半導体物性材料物性

表面物性

グラフ
理論

物理数理物理

数理科学 経営学

記号論 論理学

システム工学

ｾｷｭﾘﾃｨ

ﾓﾊﾞｲﾙ
ｻｰﾋﾞｽ

LSI実装 映像認識

量子IT ﾓﾊﾞｲﾙ
ｼｽﾃﾑ

高品位
映像

音声認識

モバ
イル

IT･NW統合
ｻｰﾋﾞｽ基盤

音声コンタクト
センター

ｷｬﾘｱNW
ｾｷｭﾘﾃｨ

携帯端末

AV
符号化

Web
ｻｰﾋﾞｽ基盤

ﾕﾋﾞｷﾀｽ
ｼｽﾃﾑ

ｸﾞﾘｯﾄﾞ

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ
ｻｰﾋﾞｽ基盤

４０G

ﾌﾞﾛｰﾄﾞ
ﾊﾞﾝﾄﾞNW

装置
実装

社外組織との連携を進めながら、サイエンスに立脚した
強いコアテクノロジーを育成し、事業へ展開

他社・大学・国研他社・大学・国研

技術の補完
（新しいｼｰｽﾞ・強い技術の

取り込み等）

仲間作り（標準化等）

開発投資リスクの分散

Time To Marketの
短縮

【他機関連携の目的】働きかけ

技術の
取り込み

ﾃﾞｰﾀ
ﾏｲﾆﾝｸﾞ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ
AV-PF

ｵﾝﾄﾛｼﾞｰ

化合物
ﾃﾞﾊﾞｲｽ

AV信号
処理LSI

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送
ｼｽﾃﾑ
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Ubiquitous
新ビジネスの企画 先行製品・サービス開発と

プラクティス実証による具現化
営業支援

プロモーション活動

テーマ実現 事業化

展開・定着ビジネスモデル
デザイン

プラクティス
実証

ニーズ分析
シーズ発掘

先行製品・
サービス開発

テーマ発掘

市場
社会

ソリューション

ビジネスイノベーション創出への取り組み

市場を分析し、社内外のシーズを活用して、ビジネス開発、製品・
サービス開発、ベストプラクティス実証を経て事業化へ

モバイル電子チケットサービス基盤
LightHolderのソリューション事業

への適用支援
・トクトクポケット ｸｰﾎﾟﾝｻｰﾋﾞｽASP

（NEC Felicaｾﾝﾀｰ、05年8月）
・モバイルSuicaサービス

（JR東日本、06年1月）

モバイル電子チケットサービス基盤
LightHolderのソリューション事業

への適用支援
・トクトクポケット ｸｰﾎﾟﾝｻｰﾋﾞｽASP

（NEC Felicaｾﾝﾀｰ、05年8月）
・モバイルSuicaサービス

（JR東日本、06年1月）

事例：

LightHolder

事例：事例：

LLightHolderightHolder

サービス展開

・電子チケット・会員証サービ
ス基盤の開発

・ぴあと共同でクーポンサービ
スの実証実験

ソリューション開発

シーズ研究・ニーズ探索

・携帯電話活用ニーズ

・サービスPlug &Play技術
・モバイル認証技術
・プライバシー情報流通
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• 異分野知識の取り込みや異なる技術レイヤでの融合促進を通じて、新し
いコアテクノロジー領域を開拓

• 社外組織の積極的な活用やグローバルな組織連携を通じて、コアテクノ
ロジーの深耕を加速

オープンイノベーションの推進

■標準化活動、ＮＰの推進
－NGN、ﾓﾊﾞｲﾙNW標準化活動
－EU-Pjへの参画（ｸﾞﾘｯﾄﾞ等）

■標準化活動、ＮＰの推進
－NGN、ﾓﾊﾞｲﾙNW標準化活動
－EU-Pjへの参画（ｸﾞﾘｯﾄﾞ等）

異分野知識の取り込み異分野知識の取り込み 異なる技術レイヤでの融合促進異なる技術レイヤでの融合促進

■他企業との共同研究・事業化
－ 東芝（MRAM）
－Vidient社（ﾌｨｼﾞｶﾙｾｷｭﾘﾃｨ）・・・等

■他企業との共同研究・事業化
－ 東芝（MRAM）
－Vidient社（ﾌｨｼﾞｶﾙｾｷｭﾘﾃｨ）・・・等

■異分野との積極的なｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ
－社会インタラクション＠東大
－金融工学、等

■異分野との積極的なｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ
－社会インタラクション＠東大
－金融工学、等

■国内外大学との基礎領域でのｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ
－ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ工科大（量子ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ）
－中国科学院（知識情報処理）

■国内外大学との基礎領域でのｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ
－ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ工科大（量子ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ）
－中国科学院（知識情報処理）

新しいコアテクノロジー領域の開拓新しいコアテクノロジー領域の開拓

コ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
深
耕

コ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
深
耕

■NEC Technology Forum開催■NEC Technology Forum開催

■大学、国研との共同研究推進
－ﾅｼｮﾅﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへの参加

（次世代ｽﾊﾟｺﾝ要素技術等）

■大学、国研との共同研究推進
－ﾅｼｮﾅﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへの参加

（次世代ｽﾊﾟｺﾝ要素技術等）

■社内海外研連携
－共同Pjの推進、人材交流

■社内海外研連携
－共同Pjの推進、人材交流

グローバル組織連携グローバル組織連携 社外組織の活用社外組織の活用
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目次

１．知的資産Ｒ＆Ｄユニットの概要

２．ＮＧＮ時代に向けたＮＥＣの成長戦略を

支える研究開発
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次世代ネットワーク（ＮＧＮ） とは

ＮＧＮで可能になること

安心・安全・高品質・高信頼性のあるサービスを安価に提供

ＩＰという共通の通信方式で、様々なサービスを一元的に提供

① FMC（固定電話と携帯電話の融合： One Phone、One Bill、One Number）

② トリプルプレイ（音声、映像、データ通信を１つの回線で提供）

多様なサービス（おサイフ携帯、ホームセキュリティなど）も容易に提供

次世代の企業情報システムなどの新たなサービス基盤の構築が可能

QoS: Quality of Services FMC： Fixed-Mobile Convergence 

ＩＰベースのネットワーク ：１００年の歴史を持つ通信ネットワークの大変革

トランスポート（伝送）とサービスを分離 ：サービスを柔軟に提供

ＱｏＳ （通信速度/品質の保証）、セキュリティ

ＩＴとの親和性が高い

メディアフリー
m2m

安心・安全 Ｗｅｂ2.0
通信・放送

融合
（machine-to-machine）

放送サービス
ＩＴサービス

通信サービスインターネット
サービス

次世代ネットワーク（ＮＧＮ）次世代ネットワーク（ＮＧＮ）

広範囲で
投資が
活発化
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官庁・公共・金融・通信
ＳＬ事業等との連携

企業ＳＬ、パーソナルＳＬ、モバイルターミナル事業等との連携

放送事業等
との連携

次世代光・IPネットワーク

無線LAN3Gﾓﾊﾞｲﾙｱｸｾｽ

ホットスポットモバイル環境 家庭

企業

HGW

TV

WANルータ

ＮＧＮトランスポートＮＧＮトランスポート

ＮＧＮサービスプラットフォームＮＧＮサービスプラットフォーム

ＶｏＩＰ系ＰＦ

メディア系ＰＦ
管理
系ＰＦ

TV

経
営
シ
ス
テ
ム

光アクセス

デジタル
放送

ビジネスパートナー

家庭

（BSS）

コンテンツ
プロバイダ

データＧＷ系ＰＦ

ビジネス基盤系ＰＦ
放送局
システム

（OSS）

ソフトウェアソフトウェアで実現されるで実現される
多様な価値をエンドユーザ、多様な価値をエンドユーザ、

ビジネスパートナ、ビジネスパートナ、
キャリアに提供キャリアに提供

ＩＳＰ・ＡＳＰ

ｻｰﾋﾞｽＰＦとの連携でｻｰﾋﾞｽＰＦとの連携で
「高速・大容量」、「高速・大容量」、

「安心・安全・快適」「安心・安全・快適」なな

ＮＷ接続環境を提供ＮＷ接続環境を提供

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

（ﾒﾃﾞｨｱＳＬ、
放送映像など）

次世代ネットワーク（ＮＧＮ）の事業領域
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次世代ネットワーク（ＮＧＮ）における事業機会

ﾓﾊﾞｲﾙｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

企業ＩＴ・ネットワークシステム①企業ＩＴ・ネットワークシステム①

ＮＧＮ：次世代ネットワークＮＧＮ：次世代ネットワーク

トランスポート③
次世代光ＩＰネットワーク、無線／光アクセス・・・

トランスポート③
次世代光ＩＰネットワーク、無線／光アクセス・・・

サービスプラットフォーム②
ビジネスＰＦ （課金・決済・・・）

ＮＧＮサービスＰＦ （次世代ＳＩＰサーバ、ＩＭＳ・・・）

サービスプラットフォーム②
ビジネスＰＦ （課金・決済・・・）

ＮＧＮサービスＰＦ （次世代ＳＩＰサーバ、ＩＭＳ・・・）

サービスアプリケーション （映像・音声配信・・・）サービスアプリケーション （映像・音声配信・・・）

端末機器④ （携帯、ＰＣ、デジタル家電・・・）端末機器④ （携帯、ＰＣ、デジタル家電・・・）
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ＮＧＮ

①企業ＩＴ・ネットワークシステム
・NGNの上で、次世代IT/NWソリューション基盤を構築し、新ソリューション創造を促進
・多数サービスを繋ぎ、様々な情報から新たな知識を抽出し、企業の生産性と価値を向上

・多様サービス連携
・高度情報活用
・多様デバイス接続
・安全安心の確保

次世代ＩＴ／ＮＷソリューション基盤

固
定
網

モ
バ
イ
ル
網

企業ＩＰ網

サーバ

電話
携帯電話

情報収集・
分析・活用

ＩＴ／ＮＷ統合ＰＦ

ＰＯＳ ＰＣ

Ｃ
Ｒ
Ｍ

Ｓ
Ｃ
Ｍ

Ｅ
Ｒ
Ｐ

グループ
ウェア

… …

ＰＣ

ＩＰフォン ４Ｇ

センサ・カメラ

ＲＦＩＤタグ

シンクライアント
…

セキュリティ管理

サーバ

・サービス間連携が希薄
・ソリューション基盤化は部分的

2006 2008 2010

ＲＦＩＤ・センサ

オントロジ構築

ビジネスグリッド

ＶｏＩＰセキュリティ

複合データマイニング

知識増殖

時系列マイニング

リアルタイムコミュニケーション基盤 高度データストリーム処理

サイバー・フィジカル統合セキュリティ

ＶｏＩＰミドルウェア

ユビキタス
サービス連携

サービスリソース統合管理

サーバ・組込機器連携認証連携・ＩＤ管理

モバイルアプリＰＦ

ＬｉｇｈｔＨｏｌｄｅｒ

ＰＦ： プラットフォーム

リアルタイム意味分析

メディア管理ＰＦ

次世代
ＣＲＭ

リアルタイム
ＳＣＭ

ユビキタス
オフィス

新サービス

様々な情報からの
リアルタイム知識抽出、

高度利活用

新サービス創造
企業生産性・価値向上

・ユビキタスサービス連携技術
・情報収集・分析・活用技術
・ＩＴ／ＮＷ統合基盤技術
・セキュリティ管理技術

リソース仮想化
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VoIP通話品質向上技術（VoIPミドルウｪア）

コーデック
コーデック

音響処理
音響処理

通信処理
通信処理

ソフトフォン

エアコンなどの
周囲の雑音も
気にならない

臨場感あふれる
音質で長時間でも

疲れにくい

ハンズフリー会議

パケットロスが
発生しても音切れが

気にならない

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

VoIPミドルウェア

Web会議

エコー除去

ノイズ抑圧 広帯域

パケットロス
隠蔽

ジッタバッファ
制御

VoIP用
エラー訂正

自動
音量調整

電話帯域

■ＶｏＩＰにおいて世界最高レベルの高品質な
音声コミュニケーションを実現

VoIPセキュリティ

IPIP電話機電話機 IPIP電話機電話機

SIPSIPサーバサーバ

((交換機交換機))

IPIPネットワークネットワーク

ノイズ送信ノイズ送信

攻撃攻撃
DoSDoS攻撃攻撃

通話制御データ通話制御データ音声データ音声データ

アクセス制御アクセス制御

エンジンエンジン
アクセス制御アクセス制御

エンジンエンジン

■企業内ＩＰ電話をサイバー攻撃から防御

企業ＩＴ・ネットワークシステムの成果（１）
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企業ＩＴ・ネットワークシステムの成果（２）

ビジネスグリッド

■ITリソースの最適分配と効率化を実現
－ NGN活用により、広域分散も容易に －

モバイル電子チケットサービス基盤
LightHolder FeliCa対応

■JR東日本モバイルSuicaサービスの標準ソフトに採用
■モバイルFeliCaサービスASP（トクトクポケット）の立ち上げ

*「Suica」は東日本旅客鉄道株式会社の登録商標です。
*「FeliCa」は、ソニー株式会社が開発した非接触ICカードの

技術方式です。

データ
センタ

データ
センタ

NGNネットワーク

B-Gridミドルウェア
B-Gridミドルウェア

ディザスタリカバリ

ダイナミック
ロードバランサ

ITリソース

最適分配

ユーティリィティ
コンピューティング

サービスプロバイダー

・・・
・・・

FeliCa版を開発、市場に合ったサービスを展開

FeliCa搭載携帯電話

ｽﾀﾝﾌﾟｶｰﾄﾞ
クーポン

ポイント

会員証

新サービス
新サービス

店舗

携帯側サービス機能を動的に追加・変更
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ビジネス
パートナー

コンテンツ
プロバイダ

②サービスプラットフォーム
NGNサービス基盤で、高品質かつ安心安全な新サービスを迅速に実現・運用

安心安全NWをもた
らす高可用化、高利
便化

NGN新サービス開発
の高効率化

サービス高品質化/
高スケーラビリティ化

2006 2008 2010

プラット
フォーム
共通化

ビジネス
パートナー

コンテンツ
プロバイダ

放送PF

放送送出
システム

固定系PF
運用管理
Biz基盤

メディア基盤
VoIP基盤

ISP,ASP

ＮＧＮサービス基盤
統合ｲﾝﾀﾌｪｰｽ統合ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

ｻｰﾋﾞｽ

資源管理

運用管理

トランスポートトランスポート

サービス統合環境

マルチメディアPush to Talk

高品位マルチキャスト

複数網障害・性能管理障害発見 障害予測

NW品質劣化
箇所推定

ディペンダブルVoIP

サービスプラグイン基盤

次世代セッション管理

次世代CDN

フロー識別技術

ISP,ASP

管理

サービス構築
基盤技術

高度通信技術
(ディペンダブルNW技術)

NW管理技術
(ディペンダブルNW技術) 障害予兆検出

マイニング

IPTVサービス構築基盤

・固定・モバイル融合
・放送・通信融合

ﾓﾊﾞｲﾙ系 PF
運用管理
データGW
Biz基盤

メディア基盤

IMS

サービス構築基盤

VoIP系
ｻｰﾋﾞｽPF

ﾒﾃﾞｨｱ系
ｻｰﾋﾞｽPF

ﾃﾞｰﾀGW
系PF

ビジネス
基盤系PF

放送送出

システム

IMS： IP Multimedia Subsystems
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サービスプラットフォームの成果（１）

サービス統合環境

■世界で初めてＯＭＡ準拠の階層型「サービス統合
フレームワーク」を実現し、新サービスを迅速に開発

IMS Bnd Agt

付加価値ｻｰﾋﾞｽ付加価値ｻｰﾋﾞｽ 付加価値ｻｰﾋﾞｽ

ユーザ向け新サービス

業務

CSCF IMSHSS
基本サービス (ﾌﾟﾚｾﾞﾝｽ、ｲﾝｽﾀﾝﾄ･ﾒｯｾｰｼﾞ、PoC、 ...)

プレゼンス IMPoC

ポリシー制御

… <新ｻｰﾋﾞｽ>
サービス環境拡張

…
サービスアクセス

ｲﾍﾞﾝﾄ

セキュリティ、ポリ
シーが組込まれた

動的API提供

イベント・ベース
動的ポリシー制御・

実行

自動ディスカバリ、下位
のサービスを意識させ
ないアダプター機能

サービス統合フレームワーク

Legend:

CSCF Call Session Control  Functions
HSS Home Subscriber Server
IMS IP Multimedia Subsystem
IM Instant Messaging
OMA Open Mobile Alliance
PoC Push-to-Talk-over-Cellular
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サービスプラットフォームの成果（２）

高品位マルチキャスト放送システムマルチメディアPush To Talk

⑥(図中の文字はMS UI Gothic(最

小12p)

■ホワイトボード・Web・動画など同じ画面を

見ながらのグループコミュニケーションを実現
■高品質なＩＰ放送サービスを映像の途切れなく提供

映像配信サーバ

受信端末

配信パス(現用系) 配信パス(予備系)

高品位マルチキャストルータ

ループパス 従来ルータ

☓ 冗長配信不可

◎ループパスの検出と排除
◎パケット順逆転防止
◎ジッターの増大を抑制本研究の一部はNEDO助成事業「無線LAN スポット」及びNICT委託研究

「SIP対応端末における動的グルーピングの研究」の成果です
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サービスプラットフォームの成果（３）

大規模ネットワーク向け品質劣化箇所推定 障害予兆検出マイニング

■大規模IPネットワーク上で品質劣化箇所を
迅速に推定

■多数の機器の将来の振舞いをオンライン予測し、
安定かつ効率的な運用サービスを実現

本研究の一部は、総務省の委託研究「次世代バックボーンに関する研究開発」
プロジェクトの成果です

世界初

映像が乱れる．．

音声が
途切れる..

経路情報

・アプリケーション品質と経路情報を常時監視・アプリケーション品質と経路情報を常時監視
・品質劣化発生をトリガとし，独自アルゴリズムによりアプリケーション・品質劣化発生をトリガとし，独自アルゴリズムによりアプリケーション
毎の原因と場所をリアルタイムに推定し表示毎の原因と場所をリアルタイムに推定し表示

推定エンジン

VoIPフロー品質
映像配信
フロー品質

VoIP端末

VoIP端末

ストリーミング端末

VoIP遅延増大 映像配信
パケットロス増大

ストリーミングサーバ

ディスクアレイ
オープン
システム

グリッド

スループット、
I/O密度、….

サーバアクセス量、
トラフィック量、…

データ
マイニング
エンジン

学習

I/O密度、

トラフィック量
など

1ケ月後に限界点到達!

現在 1ケ月後
時間

リソース閾値

記憶容量、
処理量、…
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③トランスポート
光・IP・無線の融合の進展に対応し，ディペンダブルなNWインフラを実現

コア網

ﾓﾊﾞｲﾙ
ｱｸｾｽ

ＣＡＴＶ

ﾒﾀﾙ
ｱｸｾｽ

コア網

無線
LAN

光
ｱｸｾｽ

サービスプラットフォーム

ﾓﾊﾞｲﾙ網

エッジ網 エッジ網

ﾓﾊﾞｲﾙ
ｱｸｾｽ

ＣＡＴＶ

ﾒﾀﾙ
ｱｸｾｽ

次世代光・IPコアネットワーク

ＮＧＮトランスポート

無線
LAN

光
ｱｸｾｽ

エッジネットワーク

サービスプラットフォーム

ネットワーク
共通化

40G WDM

GMPLS

WDM-PON2.4G PON 10G PON

高速化
アクセス多様化

高速大容量化
運用効率化

エッジ高機能化

100G WDM

10G RPR 40G RPR

ｼﾘｺﾝﾌｫﾄﾆｸｽ

量子暗号ネットワーク

光・IP NW技術

エッジインテリジェンス技術
(ディペンダブルNW技術)

光アクセス技術

無線アクセス技術 WiMAX/WiFi連携 超高速無線LAN

3.5G 4Gセルラアクセス技術

2006 2008 2010

高性能ｾｷｭﾘﾃｨﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

QoS制御

ホームNW
アクセス技術

UWB

モビリティ制御

WiMAX

Beyond3G

MIMO伝送技術

電灯線通信

波長可変技術

固定網 放送網

波形歪補正 波長可変技術

MIMO伝送技術MIMO伝送技術

ｼﾘｺﾝﾌｫﾄﾆｸｽ

波長可変技術

WiFi

WiFi
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トランスポートの成果（１）

40Gb/ｓ DWDM長距離光通信システム 光IP連携ネットワーク制御システム

■世界で初めて実用環境でIPルータと光ノード（ROADM)
の相互接続動作を実証

■40Gb/s光ファイバ通信網で安定
した長距離伝送を実現

IPルータ

超高速
光通信経路

ROADM

GMPLS:光IP連携制御

高速自動
経路設定

光IPトランスポート
ネットワーク

アクセス
NW

アクセス
NW

アクセス
NW

アクセス
NW

放送NW放送NWモバイルアクセス
NW

モバイルアクセス
NW

IPルータ

障害回復用
予備光通信経路
自動設定

光通信経路
設定要求

GMPLS:  Generalized Multi-protocol Label Switching
ROADM:  Reconfigurable Optical Add-Drop Multiplexer
本研究の一部は、情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）の委託研究「テラビット級スーパーネット
ワークの研究開発」プロジェクトの成果です

～～1000Km1000Km

光ファイバ光ファイバ

M
U
X

M
U
X

光
多

重
光

多
重

40G

40G40G

WDMWDMｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

光アンプ光アンプ

OEOE
EOEO

局内局内
IFIF

40Gb/s WDM40Gb/s WDMシステムシステム
（（2.52.5--10Gb10Gb//ss対応既存システムをアップグレード）対応既存システムをアップグレード）

伝送後の

歪んだ信号
補正された信号

WDMWDMｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

FECFEC

波形歪み補正波形歪み補正LSILSI (EDC)(EDC)

40Gトランスポンダ

EDC:  Electronic Dispersion Compensator
FEC:  Forward Error Correction
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トランスポートの成果（２）

シリコンフォトニクスによる光集積回路技術

■フォトニクスにシリコン技術を融合させて
光部品を大幅に小型化

将来のNW機器
現在のNW機器

50 mm
従来の石英系光導波路によるAWG

50 μm

Si細線導波路によるAWG

大きさ1/1000

ワンチップOADM

電源ユニッ
ト

30 cm

LDユニット

小型
省エネ
低コスト

*本研究は、NEDOフォトニックNWデバイス PJの一環として、
東京大学と共同で研究を進めています

OADM： Optical Add/Drop Multiplexer
AWG： Arrayed Waveguide Grating
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トランスポートの成果（３）

超10Gbps対応高性能セキュリティ
プラットフォーム

■独自のハードウエアエンジンにより、
高速セキュリティ処理を実現

量子暗号ネットワーク

■実使用環境下での安定連続動作を世界で
初めて実証

本研究の一部は総務省の委託研究「次世代バックボーンに関する研究開発」
プロジェクトの成果です。

ITインフラ
NWインフラ

次世代ネットワーク 異常検知 FilteringAntiVirus Firewall
IPS/IDS

Virus/Worm検知技術

トラヒックモニタ技術
ﾌﾟﾛﾄｺﾙ異常検知技術

ハードウェアエンジン技術

IT/NWIT/NWインフラのセキュリティ実現インフラのセキュリティ実現

NWNWにおける高性能サービスエッジにおける高性能サービスエッジ

・クリーンネットワークの実現（NW経由の攻撃・汚染・詐欺の排除）
・10Gbps速度（FTTHの100倍）でのリアルタイムフィルタリング処理

他社比較100倍性能

共有暗号鍵で暗号通信

メトロネットワーク

光子：暗号鍵情報を伝送

0

10

20

30

40

50

0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00
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1 2     3     4     5     6     7       8    9    10    11   12 13   14

商用レベルの安定性を実証
往復 16.3 km

平均鍵生成速度

13.0kbps

本研究の成果の一部は、情報通信機構（NICT）の委託研究「量子暗号技術の

研究開発」プロジェクト(H13-17年度)によるものです
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④端末機器＆環境・エネルギー
持続可能な社会を目指して、省エネ・環境調和性に優れ、かつ高度なデザイン性・
操作性も備えた、ユビキタス端末機器の実現

難燃化 形状記憶バイオプラスチック

低電力マルチコア
プロセッサ

スレッドレベル
並列処理

細粒度スレッド並列処理
（自動並列化）

アプリケーション
並列処理

ケナフ添加 強靭化

写真はイメージです。
他人には使えない

個人認証

バイオ
プラスチック 低電力

マルチコア
プロセッサ

常に側にいる
パーソナル

コンシェルジュ

フレキシブル
形状電池

2008 2010

省電力化

環境性向上

曲面実装、剛柔筐体構造小型・薄型化
実装技術 デザイン性向上

エコ携帯電話
操作性向上ﾕｰｻﾞｲﾝﾀﾌｪｰｽ技術

人間工学：使いやすさ 感性工学：ここちよさ

2006

薄型・曲面実装

感性ユーザ
インタフェース

折り畳み型世界最薄の
カメラ付き携帯電話

(2005年9月21日現在、当社調べ)
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端末機器＆環境・エネルギーの成果

マルチコアプロセッサ バイオプラスチック

■環境調和性の高い、高植物性と実用性を実現■スパコンや並列サーバで培った並列技術を
情報家電へ展開

人手並列化で4ヶ月 (並列加速 1.9倍)、これを
3分で自動並列化 (並列加速 2.8倍) に向上(4コア時）

2004 2006 2010

低電力高性能性
(電力あたりの性能: GIPS/W)

年

MPCore
(スレッド並列)

MP211
(タスク並列)

Pinot
(自動並列)

5

10

0
Intel
1コア

Intel
2コア

Cell
8+1コア

低電力化・高速化と
開発効率化を両立！

円の大きさ:
ソフト生産性の高さ

携帯用途

携帯・車載用途

携帯・車載・
情報家電

Intel
4コア

低電圧動作
技術

FOMA-N701iECO

携帯電話に世界で初めて
全面採用
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＜将来予想に関する注意＞

本資料には当社および連結子会社（以下ＮＥＣと総称します。）の戦略、財務目標、技術、製品、サービス、業績

等に関する将来予想に関する記述が含まれています。将来予想は、ＮＥＣが証券取引所や米国証券取引委員会

等の規制当局に提出する他の資料および株主向けの報告書その他の通知に記載されている場合があります。Ｎ

ＥＣは、そのような開示を行う場合、将来予想に関するセーフハーバー(safe-harbor)規則を定めている1995 年米

国民事証券訴訟改革法(Private Securities Litigation Reform Act of 1995)その他の適用法令に準拠していま

す。これらの記述は、現在入手可能な仮定やデータ、方法に基づいていますが、そうした仮定やデータ、方法は必

ずしも正しいとは限らず、ＮＥＣは予想された結果を実現できない場合があります。また、これら将来予想に関する

記述は、あくまでＮＥＣの分析や予想を記述したものであって、将来の業績を保証するものではありません。このた

め、これらの記述を過度に信頼することは控えるようお願いします。また、これらの記述はリスクや不確定な要因を

含んでおり、様々な要因により実際の結果とは大きく異なりうることをあらかじめご承知願います。実際の結果に
影響を与える要因には、(1)ＮＥＣの事業領域を取り巻く国際経済・経済全般の情勢、(2)市場におけるＮＥＣの製

品、サービスに対する需要変動や競争激化による価格下落圧力、(3)激しい競争にさらされた市場においてＮＥＣ

が引き続き顧客に受け入れられる製品、サービスを提供し続けていくことができる能力、(4)ＮＥＣが中国等の海外

市場において事業を拡大していく能力、(5)ＮＥＣの事業活動に関する規制の変更や不透明さ、潜在的な法的責

任、(6)市場環境の変化に応じてＮＥＣが経営構造を改革し、事業経営を適応させていく能力、(7)為替レート(特に

米ドルと円との為替レート)の変動等があります。将来予想に関する記述は、あくまでも記載された日における予想

です。新たなリスクや不確定要因は随時生じるものであり、その発生や影響を予測することは不可能であります。

また、新たな情報、将来の事象その他にかかわらず、ＮＥＣがこれら将来予想に関する記述を見直すとは限りませ
ん。なお、新たな情報については、NECのホームページ（http://www.nec.co.jp）またはNECのIRホームページ

（http://www.nec.co.jp/ir/ja）に掲載されている場合があります。

本資料に含まれる経営目標は、予測や将来の業績に関する経営陣の現在の推定を表すものではなく、ＮＥＣが事
業戦略を遂行することにより経営陣が達成しようと努める目標を表すものです。


